
日時： 2016年5月14日（土） 14:00～17:15 
場所： ＪＡ長野県ビル13Ｆ    

講師 塩川 満 先生  聖隷浜松病院 薬剤部長 

「鎮痛薬の適正使用を勧めるには 
                ～鎮痛薬を医療制度上どう使うべきか？～」 

萬谷 摩美子 先生  愛和病院 薬局長 座長 

第２回 長野緩和ケアフォーラム 

共催：長野県病院薬剤師会、長野県薬剤師会、北信薬剤師会、北信緩和医療薬学研究会／大日本住友製薬株式会社 

話題提供 （14:00） 

「モルヒネ持続皮下投与について」               大日本住友製薬（株） 

特別講演-1 （14:15） 

長野市大字南長野北石堂町1177番地3（TEL : 026-236-3600） 

※なお本講演会は日本緩和医療薬学会および日病薬病院薬学認定薬剤師制度 領域（Ⅰ）の認定対象予定です 

オープニングリマークス （14:05） 

「チームから地域連携へ」 花岡 容子 先生 北信総合病院 薬剤部 

講師 川村 和美 先生  

「がん臨床における倫理の諸問題 
     ～目の前の倫理的課題を分析してみよう！～」 

滝澤 康志 先生  飯山赤十字病院 薬剤部 座長 

特別講演-2 （15:00） 

シップヘルスケアファーマシー東日本(株) 
教育研修部 部長 

(15:00-15:30)「5分割表の使い方」 
(15:30-16:45)「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸによる症例検討」  
(16:45-17:15)「発表と振り返り」 

ご施設名 

５月1４日（土） 第２回長野緩和ケアフォーラムに出席いたします 

   ご氏名              （他人数    名） 

※返信先：大日本住友製薬（株） FAX 026-229-5129 

 「この機会に「臨床倫理」を一緒に学びませんか。医師、看護師、医療スタッフの方の参加大歓迎です。 

わかりやすく紐解く5分表を用いたグループワークです、保険調剤薬局薬剤師も重要な知識になりますので是
非ふるってご参加ください。」 


